
２００４年（平成１６年）４月３０日 町 田 市 議 会 だ よ り No.１５２ （６）

　

政
府
の
「
三
位
一
体
改
革
」
の

一
環
と
し
て
、
公
立
保
育
所
運
営

費
の
国
庫
補
助
が
廃
止
さ
れ
、
一

般
財
源
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
従
来
四
分
の

一
負
担
し
て
い
た
都
補
助
分
も
廃

止
に
な
り
、
地
方
交
付
税
で
み
る

こ
と
に
な
る
。
町
田
市
は
交
付
税

が
不
交
付
で
あ
り
、
多
額
の
財
政

負
担
が
必
要
と
な
る
。

　

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
、
国
の

公
立
保
育
所
運
営
費
の
一
般
財
源

化
に
あ
た
り
、
公
立
保
育
所
事
業

の
維
持
・
拡
充
を
す
す
め
る
た
め

に
、
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体

に
つ
い
て
は
都
が
従
来
負
担
し
て

い
た
額
と
同
額
の
明
確
な
財
源
措

置
を
新
年
度
か
ら
行
う
よ
う
、
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

総
務
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ
て

公
立
保
育
所
運
営
費
の
都
負

担
金
の
カ
ッ
ト
分
と
同
額
の

財
源
措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

都
市
基
盤
整
備
公
団
は
、
二
〇

〇
四
年
七
月
よ
り
、
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
に
引
き
継
が
れ

る
。
都
市
再
生
機
構
法
成
立
の
際

「
家
賃
の
設
定
及
び
変
更
が
居
住

者
の
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
に
」
と
の
衆
参
両
院
国
土
交
通

委
員
会
全
会
派
一
致
の
付
帯
決
議

が
付
さ
れ
た
。
町
田
市
議
会
は
、

居
住
者
の
安
定
し
た
家
賃
制
度
を

確
立
す
る
た
め
低
所
得
高
齢
者
へ

の
特
別
措
置
、
増
え
続
け
る
空
き

家
の
解
消
、
建
て
替
え
後
の
戻
り

入
居
者
へ
の
従
来
の
家
賃
設
定
の

特
別
制
度
維
持
を
強
く
要
請
す
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
二
件
あ
て

　

平
成
一
六
年
第
一
回
定
例
会
に

は
八
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
五
件

が
採
択
、
一
件
が
不
採
択
、
二
件

が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

◎
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助
金

変
更
の
撤
回
及
び
高
齢
者
い
こ
い

の
家
宿
泊
費
補
助
廃
止
の
撤
回
等

に
関
す
る
請
願

　

意
見｜

願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

さ
れ
た
い
。

　

◎
「
障
が
い
児
者
福
祉
に
関
連

す
る
事
業
の
見
直
し
」
へ
の
再
考

を
求
め
る
請
願

　

意
見｜

願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

　

◎
政
府
に
対
し
「
国
民
が
安
心

し
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
公
的
年
金

制
度
確
立
の
た
め
の
」
意
見
書
を

提
出
す
る
請
願

　

◎
町
田
市
内
在
住
の
私
立
小
・

中
学
校
生
の
保
護
者
に
対
す
る
補

助
金
制
度
に
つ
い
て
の
請
願

　

◎
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
の
適
正
な
規
模
で
の

保
育
・
運
営
の
実
現
を
求
め
る
請

願

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

議
員　

指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
理
由
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

地
方
自
治

法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
な
施
設
の

委
託
を
す
る
場
合
、
指
定
管
理
者

制
度
に
移
る
こ
と
が
法
で
定
め
ら

れ
た
の
で
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
一
二
月
定
例
会
で
条
例

等
を
改
正
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
員　

指
定
管
理
者
を
選
ん
だ

基
準
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

地
方
自
治

法
に
「
公
の
施
設
の
設
置
の
目
的

を
効
果
的
に
達
成
す
る
」
た
め
に

指
定
管
理
者
に
よ
っ
て
管
理
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
定
め
も

あ
り
ま
す
の
で
、
町
田
市
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
、
こ
ろ
こ
ろ
児
童
館
の

条
例
に
基
づ
く
目
的
が
効
果
的
に

達
成
で
き
る
と
い
う
団
体
を
選
ん

で
い
ま
す
。

　

議
員　

地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

委
託
料
に
つ
い
て
、
事
業
の
内
容

「
公
団
住
宅
を
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
公
共
住
宅
と

し
て
維
持
す
る
た
め
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法

に
対
す
る
国
会
の
付
帯
決
議

の
全
面
実
現
を
要
請
す
る
意

見
書
」

生
活
安
全
対
策
費

　

請
願
者
側
に
お
い
て
設
置
に
対

す
る
沿
道
及
び
関
係
各
町
内
会
・

自
治
会
で
の
合
意
を
形
成
し
、
設

置
す
る
安
全
施
設
の
種
類
と
設
置

箇
所
に
つ
い
て
地
元
案
を
作
成
し

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他�

条
例
・
そ
の
他�

予
　
　
　
　
算

予
　
　
　
　
算�

予
　
　
　
　
算�

議員提出議案�

　第１回定例会では意見書５件を可決し、議長名で関係行政庁へ提出
しました。
　要旨は次のとおりです。

　

一
般
廃
棄
物
の
約
六
割
を
占
め

る
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
た
め
、
一
九
九
七
年
四
月
に
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ

れ
た
。
し
か
し
、
使
い
捨
て
型
ワ

ン
ウ
ェ
イ
容
器
の
大
量
生
産
・
大

量
消
費
の
構
造
は
見
直
さ
れ
ず
、

排
出
抑
制
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
が
地

方
自
治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い

る
。
容
器
選
択
権
の
あ
る
生
産
者

の
責
任
を
明
確
に
し
、
町
田
市
議

会
は
次
の
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

一
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

改
正
し
、
収
集
・
分
別
・
保
管
の

費
用
を
製
品
の
価
格
に
含
め
る
こ

と
。
二
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
先
順
位
で

推
進
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を

盛
り
込
む
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
三
件
あ
て

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
Ｂ
Ｓ
Ｅ

等
、
生
産
者
と
消
費
者
双
方
に
食

物
の
安
全
性
へ
の
疑
問
が
蔓
延
し

て
い
ま
す
。
よ
っ
て
町
田
市
議
会

は
次
の
通
り
要
請
し
ま
す
。

一
、
効
率
第
一
主
義
の
畜
産
物
生

産
か
ら
安
全
で
安
心
な
畜
産
物
生

産
に
転
換
す
る
こ
と
。

二
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
国
内
に
お
け
る
飼
料
（
肉
骨

粉
や
遺
伝
子
組
み
換
え
飼
料
に
依

存
し
な
い
）
の
自
給
率
を
高
め
、

生
産
者
と
消
費
者
が
連
携
し
た
安

全
な
酪
農
＝
有
機
畜
産
を
確
立
す

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
耕
種
農

家
と
畜
産
農
家
と
の
耕
畜
連
携
の

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

三
、
安
全
安
心
な
食
料
は
「
地
場

で
生
産
、
地
場
で
消
費
」
と
い
う

地
産
地
消
を
推
進
さ
せ
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
三
件
あ
て

食
の
安
全
性
に
関
す
る
意
見

書

　

教
育
基
本
法
は
我
が
国
の
教
育

の
大
本
を
示
す
法
規
と
し
て
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
戦
後
半
世
紀

を
経
て
、
教
育
環
境
は
激
変
し
そ

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
が
片
手

間
の
対
応
で
は
も
は
や
通
用
し
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
根
本
は
教
育
基
本
法
に
あ

り
と
し
て
、
中
教
審
は
文
部
科
学

大
臣
に
対
し
教
育
基
本
法
の
改
正

を
提
唱
し
て
い
る
。

　

町
田
市
議
会
は
教
育
を
預
か
る

自
治
体
と
し
て
、
政
府
に
対
し
、

教
育
基
本
法
の
改
正
に
つ
い
て
十

分
な
議
論
を
国
会
に
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

　

内
閣
総
理
大
臣
・
文
部
科
学
大

　

臣
・
総
務
大
臣
あ
て

教
育
基
本
法
改
正
に
つ
い
て

十
分
な
議
論
を
求
め
る
意
見

書

請
願
の
処
理

経
過
及
び
結

果
報
告

不　
　

採　
　

択

継　

続　

審　

査

採　
　
　

択

さ
れ
た
い
。

　

◎
「
公
団
住
宅
を
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
公
共
住
宅
と
し
て

維
持
す
る
た
め
、
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
法
に
対
す
る
国
会

の
付
帯
決
議
の
全
面
実
現
を
要
請

す
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
」

　

◎
町
田
の
保
育
に
関
す
る
請
願

　

意
見｜

願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

さ
れ
た
い
。

　

◎
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
提

出
に
関
す
る
請
願

町
田
市
体
育
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

　

議
員　

指
定
管
理
者
が
設
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
後
営

利
法
人
な
ど
も
指
定
す
る
範
疇
に

入
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

企
画
部
長　

地
方
自
治
法
の
改

正
で
民
間
企
業
も
参
入
で
き
る
形

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
法
改
正

の
趣
旨
に
沿
っ
て
運
用
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
員　

観
光
ル
ー
ト
美
化
推
進

委
託
料
に
つ
い
て
、
観
光
ル
ー
ト

と
は
ど
こ
を
指
し
て
い
る
の
か
。

　

経
済
振
興
部
長　

具
体
的
に
は

薬
師
池
周
辺
、
ト
ン
ネ
ル
の
と
こ

ろ
が
非
常
に
汚
く
な
っ
て
お
り
、

見
苦
し
い
状
態
で
す
の
で
、
こ
こ

を
落
書
き
の
除
去
と
清
掃
を
行
っ

て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

観
光
事
業
費

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

生
活
文
化
担
当
部
長　

自
主
的

な
生
活
安
全
活
動
に
対
す
る
支
援

が
目
的
で
す
。
内
容
で
す
が
、
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
践
、
危
険
箇

所
の
抽
出
、
そ
れ
ら
の
地
域
マ
ッ

プ
の
作
成
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の

効
果
的
な
方
法
の
レ
ポ
ー
ト
、
以

上
を
報
告
書
と
し
て
提
出
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
委
託
先
は
町

内
会
を
中
心
と
し
た
法
人
等
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
七
面
に
つ
づ
く
）

　

平
成
一
五
年
一
二
月
議
会
で
採

択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
、
市
長

等
か
ら
、
処
理
経
過
及
び
結
果
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
田
市
南
大
谷
旧
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

　

グ
ラ
ン
ド
跡
地
前
道
路
、
町
田

　

３
４
４
号
線
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

　

設
置
を
求
め
る
請
願

　

平
成
一
六
年
度
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
一
、
一
三
五
億
二
、
九

六
七
万
三
千
円
、
特
別
会
計
一
、

〇
二
九
億
五
〇
二
万
三
千
円
で
、

平
成
一
五
年
度
当
初
予
算
と
の
比

較
で
は
、
一
般
会
計
で
二
・
〇
％

増
、
特
別
会
計
で
三
・
六
％
増
、全

体
で
二
・
八
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
一
五
年
度
三
月
補
正
予
算

は
、
一
般
会
計
を
五
億
二
、
八
一

〇
万
九
千
円
増
額
、
特
別
会
計
を

合
計
七
億
三
、
九
六
五
万
二
千
円

減
額
補
正
し
ま
し
た
。

平
成
一
五
年
度
三
月

補
正
予
算
を
可
決

比　　較平成１５年度平成１６年度
区　　　　　分 増減率

％
増　減　額
（千円）

予　算　額
（千円）

予　算　額
（千円）

２．０２，２５６，３０１１１１，２７３，３７２１１３，５２９，６７３一 般 会 計

２．０５６９，５９６２７，８３１，７１９２８，４０１，３１５国 民 健 康 保 険
事 業 会 計

特　
　
　
　
　

別　
　
　
　
　

会　
　
　
　
　

計

１２．９１，４３１，４１２１１，１０９，４２２１２，５４０，８３４下水道事業会計

５．５１０４，９０２１，８９８，５９９２，００３，５０１忠 生 土 地 区 画
整 理 事 業 会 計

△２３．５△　６９，７４３２９７，２３８２２７，４９５駐車場事業会計

△ １．７△ ４１７，１６７２４，３７４，８２０２３，９５７，６５３老 人 保 健 医 療
事 業 会 計

０．０２６３１，３００，４３９１，３００，７０２鶴川駅北土地区画
整 理 事 業 会 計

１１．８１，７２８，１４８１４，６８０，９７４１６，４０９，１２２介 護 保 険 事 業
会 計

△ ４．５△ ２２９，０００５，０６８，０００４，８３９，０００受 託 水 道 事 業
会 計

３．３４１９，９８５１２，８０５，４１６１３，２２５，４０１病 院 事 業 会 計

１．１１３３，３６２１１，８２７，９３８１１，９６１，３００収　 益　 的

２９．３２８６，６２３９７７，４７８１，２６４，１０１資　 本　 的

３．６３，５３８，３９６９９，３６６，６２７１０２，９０５，０２３小　　　計

２．８５，７９４，６９７２１０，６３９，９９９２１６，４３４，６９６合　　　　計

本
会
議
の

質
疑
か
ら

請
願
の

請
願
の審

査
状
況

審
査
状
況

平成１６年度　会計別予算構成表

平
成
一
六
年
度

一
般
会
計
・

各
特
別
会
計

予
算
を
可
決


